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丸
山
　
瑛
一

　
第

回
に
当
た
る
今
年
度

の
環
境
賞
の
応
募
は
総
数

件
で
、
環
境
保
全
、
廃
棄
・

リ
サ
イ
ク
ル
、
地
球
環
境
に

関
す
る
も
の
が
比
較
的
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
多
く
の
専
門
委
員
が

１
次
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
審
査
委
員
が

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
慎
重

審
議
を
つ
く
し
、
優
秀
賞
２

件
、
優
良
賞
３
件
を
選
び
、

そ
の
中
か
ら
環
境
大
臣
賞
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
環
境
大
臣
賞
・
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
鹿
島
の
「
保
水
性

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
生
き

物
の
棲
み
処
す
み
か
づ
く

り
」
は
水
辺
・
水
路
の
護
岸

に
使
わ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
を
生
物
の
棲
み
処
に

適
し
た
材
質
と
構
造
・
色
調

な
ど
か
ら
改
良
し
、
藻
類
の

繁
殖
を
促
進
し
て
カ
ニ
・
カ

エ
ル
・
ホ
タ
ル
な
ど
の
生
き

物
の
生
活
条
件
に
合
う
機
能

を
持
た
せ
た
も
の
で
す
。
従

来
、
と
も
す
る
と
環
境
破
壊

の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
て
き
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
環
境
保
全

の
積
極
的
意
義
を
見
い
だ
し

た
独
創
性
は
高
く
評
価
さ
れ

ま
す
。

　
同
じ
く
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
日
立
製
作
所
と
日
立
化
成

工
業
の
「
環
境
適
合
バ
ナ
ジ

ウ
ム
系
低
融
点
ガ
ラ
ス
の
開

発
」
は
水
晶
振
動
子
、
Ｉ
Ｃ

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、

半
導
体
セ
ン
サ
ー
な
ど
電
子

部
品
の
気
密
封
止
に
用
い
ら

れ
て
き
た
鉛
含
有
の
低
融
点

ガ
ラ
ス
に
変
え
て
、
バ
ナ
ジ

ウ
ム
・
リ
ン
・
鉄
・
タ
ン
グ

ス
テ
ン
・
バ
リ
ウ
ム
・
テ
ル

ル
な
ど
の
複
合
酸
化
物
か
ら

な
る
４
０
０
度
Ｃ
以
下
の
低

融
点
ガ
ラ
ス
を
開
発
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
ガ
ラ
ス
を
用

い
て
金
属
と
ガ
ラ
ス
と
の
低

温
接
着
も
可
能
に
な
り
、
平

面
表
示
装
置
や
太
陽
電
池
な

ど
に
広
い
応
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
優
良
賞
に
選
ば
れ
た
フ
ジ

ク
リ
ー
ン
工
業
と
ハ
ウ
ス
テ

ッ
ク
の
「
雑
排
水
処
理
と
一

体
化
し
た
省
ス
ペ
ー
ス
・
省

エ
ネ
型
浄
化
槽
の
開
発
は
、

下
水
道
が
完
備
し
て
い
な
い

小
市
町
村
で
ト
イ
レ
以
外
か

ら
の
雑
排
水
が
大
き
な
環
境

汚
濁
負
荷
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
、
浄
化
槽
と
汚

水
処
理
施
設
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
一
体
化
し
た
浄
化
槽
を
開

発
し
た
も
の
で
す
。
広
域
の

公
共
下
水
道
の
普
及
が
予
算

的
に
困
難
な
地
方
小
都
市
や

発
展
途
上
国
の
環
境
改
善
に

有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
同
じ
く
優
良
賞
に
選
ば
れ

た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ど

ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
を

つ
く
る
会
の
「
未
来
に
生
き

る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
ど

ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り
」
は

年
間
に
わ
た
り
地
道
に
実
践

し
て
き
た
自
然
再
生
・
環
境

保
全
活
動
で
、
子
ど
も
た
ち

に
自
然
体
験
を
さ
せ
自
然
の

大
切
さ
を
教
え
る
市
民
運
動

で
す
。
基
金
づ
く
り
に
は
１

株
５
０
０
円
の
ど
ん
ぐ
り
株

主
券
で
株
主
を
募
り
、
こ
れ

ま
で
に
宮
崎
県
大
淀
川
上
流

域
で

万
本
以
上
の
広
葉
樹

植
樹
活
動
を
続
け
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
で
、
環
境

保
全
活
動
の
モ
デ
ル
に
な
る

も
の
で
す
。

　
同
じ
く
優
良
賞
に
選
ば
れ

た
東
北
大
学
大
学
院
環
境
科

学
研
究
科
と
森
環
境
技
術
研

究
所
お
よ
び
ボ
ン
テ
ラ
ン
工

法
研
究
会
の
「
繊
維
質
物
資

を
用
い
た
高
含
水
比
泥
土
の

再
資
源
化
工
法
の
開
発
」
は

廃
棄
物
で
あ
る
高
含
水
比
泥

土
を
盛
土
と
し
て
改
良
し
、

現
場
で
泥
土
に
破
砕
古
紙
や

稲
ワ
ラ
、
木
材
チ
ッ
プ
な
ど

の
繊
維
質
を
混
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
固
化
さ
せ
、
耐
久

性
の
高
い
地
盤
材
料
と
し
て

再
利
用
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
ま
し
た
。
今
回
の
地
震
で

も
液
状
化
の
被
害
が
各
所
で

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
対
策
と
し
て
も
有
望
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
多
数
の
応
募
の
中

に
は
市
民
運
動
や
環
境
啓
蒙

け
い
も
う

活
動
も
か
な
り
多
く
み
ら
れ

ま
し
た
。
一
般
市
民
の
環
境

問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を

示
す
も
の
と
し
て
心
強
く
思

う
と
同
時
に
、
惜
し
く
も
受

賞
を
逃
し
た
提
案
の
中
に
は

実
績
を
積
み
重
ね
れ
ば
十
分

受
賞
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る

も
の
が
幾
つ
も
散
見
さ
れ
ま

し
た
。
審
査
員
一
同
、
再
度

の
挑
戦
を
心
か
ら
期
待
し
て

い
る
こ
と
を
こ
こ
で
お
伝
え

し
て
審
査
評
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

「雑排水処理と一体化した省スペース・省エネ型浄化槽の開発」フジクリーン工業（名古屋市）／ハウステック（東京都）優良賞
ＣＯ２排出量％超減低炭素社会構築に一役従来製品に比べ省スペース・省エ

ネ型 は埋設面積が約 ％小さ
く、単独浄化槽と置き換えやすい

　
国
内
に
お
け
る
汚
水
処
理

施
設

下
水
道
、
浄
化
槽
な

ど

の
人
口
普
及
率
は
約

％
と
な
っ
た
。
だ
が
、
汚
水

処
理
施
設
の
未
普
及
地
域
や

ト
イ
レ
排
水
だ
け
を
処
理
す

る
単
独
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ

て
い
る
地
域
で
は
台
所
や
洗

濯
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
の
雑

排
水
が
未
処
理
の
ま
ま
公
共

用
水
域
に
放
流
さ
れ
て
お

り
、
閉
鎖
性
海
域
の
主
な
汚

濁
負
荷
源
に
な
っ
て
い
る
。

全
国
に
約
５
４
５
万
台
あ
る

単
独
浄
化
槽
を
雑
排
水
も
処

理
で
き
る
浄
化
槽
に
転
換
す

る
こ
と
は
、
公
共
用
水
域
の

水
質
改
善
と
健
全
な
水
循
環

を
構
築
す
る
う
え
で
重
要
な

課
題
と
い
え
る
。

　
単
独
浄
化
槽
は
浄
化
槽
に

比
べ
容
量
が
小
さ
く
、
狭
い

場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
い
。
ま
た
、
公
共

用
水
域
の
水
質
改
善
を
図
る

た
め
に
は
有
機
汚
濁
物
質
の

除
去
に
加
え
、
富
栄
養
化
の

原
因
物
質
で
あ
る
窒
素
の
除

去
も
必
要
と
な
る
。
さ
ら

に
、
低
炭
素
社
会
を
構
築
す

る
見
地
か
ら
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
少
な

い
省
エ
ネ
型
の
浄
化
槽
が
望

ま
れ
る
。

　
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
工
業
と
ハ

ウ
ス
テ
ッ
ク
は
２
０
０
３

年
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
浄
化
槽
の
共
同

研
究
に
着
手
。

年
に
雑
排

水
処
理
と
一
体
化
し
た
省
ス

ペ
ー
ス
・
省
エ
ネ
型
浄
化
槽

を
実
用
化
し
た
。

　
技
術
的
な
特
徴
は

流
入

水
量
の
変
動
を
緩
和
す
る
ピ

ー
ク
カ
ッ
ト
機
能
の
強
化
に

よ
る
処
理
性
能
の
安
定
化

浄
化
槽
内
で
発
生
し
た
余
剰

汚
泥
を
汚
泥
貯
留
部
に
集
約

し
、
汚
泥
を
高
濃
度
・
好
気

状
態
に
保
つ
こ
と
で
汚
泥
発

生
量
を
抑
制

好
気
濾
床
槽

に
充
て
ん
さ
れ
た
接
触
材
や

濾
過
担
体
に
付
着
し
た
微
生

物
の
間
を
汚
水
が
繰
り
返
し

循
環
す
る
好
気
処
理
方
式
―

三
つ
。
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ

せ
で
従
来
の
浄
化
槽
に
比
べ

設
置
ス
ペ
ー
ス
、
有
効
容
量

を
約

％
削
減
し
、
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量

Ｂ
Ｏ

Ｄ

が
１

当
た
り

以
下
、
全
窒
素
が
同

以
下
、
浮
遊
物
質

Ｓ
Ｓ

が
同

以
下
と
す
る
高

度
処
理
を
可
能
に
し
た
。
併

せ
て
製
造
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削

減
、
運
送
効
率
お
よ
び
施
工

性
の
向
上
、
汚
泥
発
生
量
の

低
減
、
ブ
ロ
ア
の
消
費
電
力

削
減
な
ど
の
省
エ
ネ
化
を
進

め
、
従
来
の
浄
化
槽
に
比
べ

総
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

％
以

上
削
減
す
る
。

　
放
流
水
質
は
単
独
浄
化
槽

に
比
べ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
を

％
以

上
、
富
栄
養
化
の
原
因
物
質

で
あ
る
窒
素
を

％
以
上
削

減
。
Ｃ
Ｏ
２
発
生
量
は
最
小

規
模
の
浄
化
槽

５
人
槽

で
１
年
間
に
約

削
減

で
き
る
。

　

フ
ジ
ク
リ
ー
ン
工
業

０
５
２
・
７
３
３
・
０
３
２

５　

ハ
ウ
ス
テ
ッ
ク

０
３

・
５
２
４
８
・
５
５
０
０

「未来に生きる子どもたちのためのどんぐりの森づくり」ＮＰＯ法人どんぐり１０００年の森をつくる会（宮崎県）優良賞
万７０００本を植樹切らない森づくり目指す今年の植樹会には親子連れを中心に 人余り

が参加してカシの木などを植えた（３月 日）

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ど
ん
ぐ
り

１
０
０
０
年
の
森
を
つ
く
る

会
は
１
９
９
６
年
７
月
の
発

足
以
来
、
宮
崎
県
内
を
流
れ

る
大
淀
川
流
域
の
山
々
を
昔

の
よ
う
な
里
山
に
戻
す
た

め
、
ど
ん
ぐ
り

広
葉
樹
の

果
実
の
総
称

を
拾
っ
て
苗

木
に
育
て
、
山
に
植
え
る
活

動
を
続
け
て
い
る
。
初
代
会

長
で
あ
る
民
俗
学
研
究
家
の

故
・
鳥
集
忠
男
氏
の
「
子
ど

も
た
ち
に
ど
ん
ぐ
り
の
芽
を

見
せ
た
い
。
子
ど
も
は
生
命

の
輝
き
に
感
動
す
る
」
と
い

う
言
葉
が
活
動
の
原
点
だ
。

　
植
樹
地
は
ス
ギ
な
ど
を
伐

採
し
た
後
の
国
有
林
で
、
森

林
管
理
署
と

年
の
分
収
造

林
契
約
を
結
ぶ
。
こ
れ
ま
で

カ
所
・
約

に
、

万

７
０
０
０
本
の
ど
ん
ぐ
り
を

植
樹
し
た
。

切
ら
な
い
森

づ
く
り

を
目
指
し
て
お

り
、
植
樹
後
５
年
間
は
下
草

刈
り
な
ど
の
管
理
を
す
る
も

の
の
、
そ
の
後
は
自
然
淘
汰

と
う
た

で
木
の
成
長
を
見
守
る
。

　
植
樹
１
本
に
つ
き
５
０
０

円
の
協
力
金
を
負
担
し
て
も

ら
う
「
株
主
」
を
募
り
、
５

年
間
の
管
理
費
に
充
当
。
株

主
は
毎
年
１
万
人
を
目
標
に

募
集
し
、
７
０
０
０
人
程
度

の
協
力
が
あ
る
。
毎
年
３
月

中
旬
に
開
か
れ
る
植
樹
会
に

は
４
０
０
―
６
０
０
人
の
株

主
と
そ
の
家
族
が
参
加
し
、

植
樹
地
の
面
積
に
合
わ
せ
て

１
万
―
１
万
３
０
０
０
本
を

植
え
て
い
る
。

　
同
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
今
で
き
る
こ
と
　
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
　
そ
し
て
未

来
に
つ
な
が
る
こ
と
　
小
さ

な
ひ
と
粒
の
ど
ん
ぐ
り
に
１

０
０
０
年
の
夢
を
」
で
、
会

員
は
「
で
き
る
と
き
に
、
で

き
る
人
が
、
で
き
る
こ
と
を

や
る
」
を
基
本
に
活
動
。

年
に
は
子
供
た
ち
が
よ
り
身

近
に
森
と
親
し
み
、
自
然
と

触
れ
合
え
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
、
市
街
地
の
近
く
に

遊
び
場
と
な
る
「
ど
ん
ぐ
り

村

子
ど
も
自
然
塾

」
を

整
備
し
、
拠
点
と
な
る
「
ど

ん
ぐ
り
の
森
図
書
館
」
も
建

設
し
た
。

　
ど
ん
ぐ
り
村
で
は
竹
や
小

枝
な
ど
を
使
っ
た
隠
れ
家
づ

く
り
や
森
の
探
検
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
自
然
体
験
が
で
き

る
。
子
供
た
ち
が
好
き
な
ク

ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
が
集

ま
る
よ
う
に
、
ク
ヌ
ギ
や
コ

ナ
ラ
も
植
栽
し
た
。

　
同
会
の
活
動
は
、
た
だ
単

に
木
を
植
え
る
だ
け
で
は
な

く
「
風
土
は
人
を
つ
く
る
」

の
理
念
に
基
づ
い
た
豊
か
な

郷
土
・
人
づ
く
り
に
つ
な
が

る
、
１
０
０
０
年
の
夢
を
か

け
た
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
そ
れ
が
未
来
に
生
き
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
唯

一
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
信

念
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

０
９
８
６
・
５
７
・
５

２
２
８

「繊維質物質を用いた高含水比泥土の再資源化工法の開発」東北大学大学院環境科学研究科／森環境技術研究所／ボンテラン工法研究会（山形県）優良賞
中越地震で発生した大量の軟弱泥土を繊維質固化処
理土工法により改良した事例。軟弱泥土が原位置で
良質な地盤材料に蘇り、迅速な災害普及に貢献した

盛土材・緑化基盤材に災害復旧処理で実績

　
建
設
汚
泥
や
浄
水
発
生
土

・
ヘ
ド
ロ
な
ど
の
泥
土
は
含

水
比
が
高
い
た
め
リ
サ
イ
ク

ル
率
が
低
く
、
最
終
処
分
場

に
回
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。
そ
こ
で
東
北
大
学
大
学

院
環
境
科
学
研
究
科
の
高
橋

弘
教
授
と
森
環
境
技
術
研
究

所
は
循
環
型
社
会
の
構
築
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

繊
維
質
物
質
で
あ
る
古
紙
破

砕
物
と
高
分
子
系
改
良
剤
を

用
い
た
新
し
い
再
資
源
化
技

術
「
繊
維
質
固
化
処
理
土
工

法
」

ボ
ン
テ
ラ
ン
工
法

を
開
発
し
た
。
同
工
法
の
普

及
を
狙
っ
て
地
方
の
中
小
建

設
業
者
を
中
心
に
「
ボ
ン
テ

ラ
ン
工
法
研
究
会
」
も
発
足

さ
せ
た
。

　
同
工
法
に
よ
り
生
成
さ
れ

る
土
砂
は
繊
維
質
固
化
処
理

土
と
繊
維
質
処
理
土
の
２
種

類
。
繊
維
質
固
化
処
理
土
は

盛
土
材
に
、
繊
維
質
処
理
土

は
緑
化
基
盤
材
に
再
利
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
処
理

土
は
内
部
に
繊
維
質
物
質
を

含
む
こ
と
が
特
徴
。
こ
の
繊

維
質
物
質
が
盛
土
材
と
し
て

の
優
れ
た
地
盤
工
学
的
特
性

や
緑
化
基
盤
材
と
し
て
の
優

れ
た
土
壌
物
理
学
特
性
を
生

み
出
す
。
繊
維
質
固
化
処
理

土
は
粘
り
強
く
乾
湿
の
繰
り

返
し
や
凍
結
融
解
に
対
す
る

耐
久
性
に
優
れ
、
動
的
強
度

が
高
く
液
状
化
し
に
く
い
。

ま
た
、
繊
維
質
処
理
土
は
保

水
性
が
高
く
軽
量
で
通
気
性

に
も
優
れ
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の

よ
う
な
激
し
い
降
雨
で
も
流

出
す
る
こ
と
が
な
い
。

　
ボ
ン
テ
ラ
ン
工
法
で
生
成

さ
れ
た
土
砂
は
優
れ
た
地
盤

工
学
的
特
性
や
土
壌
物
理
学

特
性
を
備
え
、
こ
れ
ま
で
に

７
６
６
件
・
約

万
立
方

２
０
１
１
年
３
月

日
現

在

の
処
理
実
績
が
あ
る
。

年
の
中
越
地
震
で
は
、
発

生
し
た
大
量
の
軟
弱
泥
土
を

原
位
置
で
改
良
し
、
資
材
置

き
場
や
国
道
の
迂
回
路
な
ど

う
か
い

に
再
利
用
し
て
迅
速
な
災
害

復
旧
に
貢
献
し
た
。

　
３
月

日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
で
は
津
波
に
よ

り
沿
岸
部
で
甚
大
な
被
害
が

生
じ
、
大
量
の
が
れ
き
や
ヘ

ド
ロ
が
復
旧
作
業
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
今
後

の
震
災
復
興
で
は
被
災
地
に

お
け
る
住
宅
用
人
工
地
盤
の

造
成
が
不
可
欠
で
、
津
波
被

害
を
受
け
た
市
街
地
を
人
工

地
盤
で
高
台
に
す
る
案
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ン
テ
ラ

ン
工
法
な
ら
大
量
に
発
生
し

た
ヘ
ド
ロ
を
繊
維
質
固
化
処

理
土
に
変
え
、
人
工
地
盤
造

成
に
再
利
用
で
き
る
。
ヘ
ド

ロ
の
処
理
と
人
工
地
盤
造
成

に
よ
る
復
興
推
進
を
両
立
で

き
る
技
術
と
し
て
普
及
を
目

指
す
。

　

東
北
大
大
学
院
・
高
橋

弘
研
究
室

０
２
２
・
７
９

５
・
７
３
９
４

　

森
環
境
技
術
研
究
所

０
２
３
３
・
２
２
・
０
８
３

２

　　 ２０１１年 平成２３年 ５月１９日 木曜日 　　 （ ）


